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近年、高齢の親と遠く離れて暮らす子供たちの中には、要介護状態といった健康・生活

上の不安が生じた親もとに頻繁に通う、いわゆる遠距離介護を行う者が現れている。本研

究はこの遠距離介護に関する家族社会学的な考察である。なお本研究で対象とする遠距離

介護とは、片道 3 時間以上かかる距離にある 65 歳以上の高齢の親の介護・世話をしている

子供たちの経験を指す。 
先行研究の検討を通じ、本研究では遠距離介護の当事者のリアリティに照らした分析か

ら、第 1 に現代家族の規範のあり様の検討、第 2 に現代家族の変動の解釈を問い直し、第 3
に家族社会学の実証的かつ理論的な側面で深化・発展、第 4 に当事者への貢献の検討、と

いう 4 つの課題を設定した。こうした研究課題にこたえるために、本研究では公開データ

の 2 次利用による計量分析および、15 人の遠距離介護者のインタビューデータを中心にし

た質的分析を行なった。 
2 章では計量分析を通じ、別居介護に占める遠距離介護の割合を 5～10%と見積もり、

2004 年時点の遠距離介護者を 1 万 5300 人～3 万 700 人以上と推計した。 
3 章ではなぜ同居介護ではなく遠距離介護なのか、という問いについて考察を行ない、以

下の 3 点を明らかにした。第 1 に息子、息子の妻の遠距離介護者は、イエ継承意識から親

と同居をするべきという強い居住規範に直面していた。しかし息子、息子の妻は夫婦家族

を重視していることなどから U ターン同居が選択できず、親もまた子の呼び寄せ同居の提

案を受け入れられないのであった。第 2 に男きょうだいを持つ娘の遠距離介護者は、親は

他家に嫁いだ娘とは、別居をするべきという居住規範を強く持っていた。一方で親と同居

するべきという居住規範は、遠距離介護者である娘の男きょうだいに対して強く課せられ、

結果として男きょうだいたちは U ターン同居を求められる。しかし男きょうだいが U ター

ン同居をできない状況で、彼らは逆に呼び寄せ同居を提案するのだが、親もまたその提案

に応じないのであった。第 3 に男きょうだいを持たない娘には、親から同居をすべきとい

う居住規範を課せられる。しかし一方で男きょうだいを持たない娘は、夫婦家族での母、

妻という地位と役割規範が顕在化することで、親の U ターン同居の期待に応じることが困

難になる。 
遠距離介護は以上のように根強い居住規範に直面しながらが行なわれているのであった。 
4 章では遠距離介護という行為の内実の検討を行なった。遠距離介護者は身体介護を行う

ことは少なく、医療・福祉サービスのコーディネイトと家事援助が多く担われる。これは

家族の介護機能の縮小とも捉えられる。しかしなぜ縮小した介護機能を、遠く離れて暮ら

す子供が担うのであろうか。 
高齢夫婦の親もとに通う遠距離介護者の家事援助の背景には、母親の家族外サービス利

用への拒否感があり、母親の主婦としてのアイデンティティの維持に、遠距離介護での家

事援助の意味があるのだった。父親も夫婦の自助意識から外部サービスを拒否することが

あるが、父親のみで家事遂行を継続することは困難な場合が多い。それゆえ遠距離介護者

は、父親の外部サービスの利用を円滑にする役割を引き受けるのである。すなわち高齢の
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親夫婦のもとに通う遠距離介護では、親夫婦の関係性の支援と結びついた家事援助が行わ

れているのである。 
1 人暮らしとなった高齢の親もとに通う遠距離介護者は、親と共有された固有の歴史を根

拠に、住み慣れた家での生活という親の希望の調停を行なっている。遠距離介護の過程を

通じて老いゆく親との、情緒的な絆を再生産しようと努力しているのである。 
本研究の第 1 の課題は現代家族の規範のあり様の検討にあった。その結果、遠距離介護

者が直面する根強い居住規範と、親夫婦の性別役割、親子の情緒的な絆を再生産に特徴付

けられる近代家族的な規範という、2 つの規範の併存が確認された。 
本研究の第 2 の課題は現代家族の変動の理解を問い直しにあった。その結果、遠距離介

護者が居住規範の根強さに直面するからこそ、身体介護をせずともその行為を遠距離介護

と呼ぶ介護概念の拡張が必要であること、つまり遠距離介護の誕生は家族介護の意味を変

動させようとする試みであることが明らかになった。 
本研究の第 3 の課題は家族社会学の実証的発展と理論的深化を目指すことにあった。そ

の結果、これまで客観的な変数として理論構築に大きな働きをしていた居住状況ですら、

日常世界においては家族社会学が想定していない意味付与が行われていることが明らかに

なった。 
本研究の第 4 の課題は遠距離介護者への貢献の検討にあった。その結果、家族社会学社

は遠距離介護を安易に称揚するのではなく、遠距離介護を強制されない権利を保障する形

で、当事者の遠距離介護をする権利を支援する方途を探求すべきでありあり、本研究の知

見はそのための 1つの指針となるものであった。 
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